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切れ目ない一貫した支援の充実に向けた協議
昨年度の連携協議会の協議内容を踏まえ、各機関が接続部分において行うことができる

具体的な支援について、好事例や要望、課題を共有しました。

令和８年２月６日（金）令和７年度（202５年度）第２回後志管内特別支援連絡協議会にて
取組の成果や新たな課題について協議を行う。

次回の協議会に向けて

切れ目ない一貫した支援の充実に向けて、協議で話題となった取組を参考に

顔を合わせる機会を増やし、情報収集や周知など、それぞれの立場においてできることに取り組む。

令和７年６月2０日（金） 第１回後志管内特別支援連携協議会を開催

後志管内における発達障がいを含む特別な教育的支援を必要とする幼児及び児童生徒

に対する切れ目ない支援が受けられる体制を整備することを目的として開催しました。

E

○地域自立支援協議会では、高校生対象のメンタルヘルスの授業を実施し、卒
業後の自立を支援している。
○高等学校では、訪問相談を受け支援機関と顔を合わせる機会をつくっている。
★管外からの進学の場合など、支援体制が知られていないこともあるため、 よ
り広く知ってもらうことが大切である。

D

○中学校から、普段の様子や配慮事項に関する情報提供を適宜行っている。
★高等学校における特別な支援を必要とする生徒の割合は増加しているため、
管外の学校から進学した生徒に関する情報も充実させることが大切である。
★高校卒業後の進路や進路決定後の様子などについて、中学校へフィーバッ
クをし、中学校での指導に生かすことが大切である。

C

○全小中学校で個別の支援計画の様式を統一している地域がある。
○しりべし地域サポートセンターでは、放課後デイサービスの実施に加え、児童
生徒のケアプランを定期的に見直し、保護者や教職員と共有している。
○保健所では、様々な状況の子どもや保護者が関係を築くことのできる会を主
催し、運営している。
★学童保育などの機関との連携が大切である。

B

○複数回にわたる小学校と幼稚園との授業や実践発表の相互参観や、新１年
生に関する打合せを行っている。また、スタートカリキュラム、架け橋プログラム
等の作成・共有を行っている地域がある。
★学習指導要領など、それぞれの機関で基本となる指導内容について学び合う
とともに、参観の際には目的意識を明確に共有することが大切である。

Ａ

○保健所では、養育者の孤立を防ぐため、養育支援を必要とする家庭を把握し、
保健師による出産前からの家庭訪問を行うなど、早期からの保健福祉と養育
者との関係づくりを行っている。
★年間出生数の減少に対して、養育支援を必要とする家庭の割合は増加傾向
にあるため、細やかな支援が大切である。


